
－ 15 －

○新＝新規事業、□拡＝拡充事業 （事業名の頭に標記）

 
 

２「豊かな感性と生きる力を育むまち」 

（１）次代を担うたくましい子どもを育成します

□拡 学力向上のための緊急プロジェクト

戦略５ １，５４２万円 

（担当：学校教育課指導係）

宮城教育大学と連携した長期休業中の中学

生の学びの場「もっと学びたい子どものため

の『学府くりはら塾』」の開講や、学び支援コ

ーディネーターを活用した小学生版「学府く

りはら塾」、小・中学校の全ての児童生徒を対

象とした学力調査や学級生活満足度尺度調査

などを行い、総合的な学力向上を図りました。 

【仮称】北部学校給食センター整備事業

９，９００万円 

【H27年度への繰越額 ６，５２７万円】

（担当：教育総務課教育施設係）

新たな学校給食センターを建設するため、旧
津久毛小学校解体工事と実施設計の委託等を
行いました。

○新 学府くりはら少人数指導事業

戦略５ ５０４万円 

（担当：学校教育課指導係）

中学校の国語・数学・英語の授業で、生徒

の発達に配慮し個性に応じた教育を行うため、

少人数指導の教員を配置し、細やかな指導を

行い、学力向上を図りました。

□拡スクールバス運行事業３億２，７２３万円 

戦略４ （担当：学校教育課学務係）

スクールバスを運行し、遠距離通学園児・

児童生徒の通学の安全確保と教育環境の整備

を図りました。

□拡 学府くりはら教員等配置事業

戦略５ ６，０８０万円 

（担当：学校教育課指導係）

きめ細かな教育活動を行うため、市独自に

教員を採用して３５人学級を編制することに

より、学校生活の基本となる学習習慣や生活

習慣の着実な定着を図りました。

□拡 小学校英語教育導入事業

戦略５ １，７３０万円 

（担当：学校教育課指導係）

小学校への外国語指導助手の配置や、夏休

みに「英語でキャンプ」、「英語でチャレンジ」を

行い、英語教育の充実を図りました。

青空大使派遣事業 ７９０万円 

戦略５ （担当：社会教育課生涯学習係）

市内中学生２０名を対象にオーストラリ

アへ派遣し、現地学生との交流やファームス

テイを通じ、国際感覚豊かな人材を育成しま

した。

 
英語でキャンプの様子

現地学生との交流会の様子



－ 16 －

○新＝新規事業、□拡＝拡充事業 （事業名の頭に標記）

 

□拡 文化施設改修事業 １億６,８４０万円 

戦略３ （担当：社会教育課文化スポーツ推進係）

利用者の利便性向上のため、栗原文化会館へのエレベーター設置や若柳総合文化センターの

音響設備の改修等を行いました。 

文化財保護事業 ３５８万円 

（担当：文化財保護課文化財係・埋蔵文化財係）

市内文化財の発掘調査のほか、地域の伝統

芸能の支援を行いました。

２「豊かな感性と生きる力を育むまち」

（２）人生を楽しむための実践機会を充実します

（３）地域に根ざした文化の振興と歴史の継承を図ります

□拡多目的競技場改修事業 ３億３，２１０万円 

○新多目的コート整備事業 ４，５１１万円 

戦略１    【H27年度への繰越額 ５，０２０万円】

（担当：社会教育課文化スポーツ推進係）

一迫多目的広場ホッケーコートの人工芝の張替えを

行いました。また、テニスやゲートボールを楽しめる

築館テニスコートの整備を行いました。

○新 ホッケー競技国際交流事業 
戦略１ １５３万円 

（担当：社会教育課文化スポーツ推進係）

オーストラリアの中学生・高校生世代のチ

ームを招致し、競技力の向上を目指して国際

交流を行いました。

文化芸術振興事業 ２，８０６万円 

（担当：社会教育課文化スポーツ推進係）

市民の文化的資質向上を図るため、文化講

演会、芸術鑑賞会、音楽会などを開催し、質

の高い文化芸術に触れる機会の提供を行いま

した。

講師 笹野高史 氏（心にきざむ文化講演会の様子） オーストラリアチームとの交流試合の様子

伊治城跡発掘調査の様子

人工芝の張替えを行った一迫多目的広場



－ 17 －

○新＝新規事業、□拡＝拡充事業 （事業名の頭に標記）

□拡 乳児保育事業  

戦略４ ８２０万円 

（担当：子育て支援課保育サービス係）

生後４か月児から受け入れる保育所を、

１２か所とし、入所の利便性を図りました。

また、若柳川北保育所の保育室を改修し、

乳児の受入れを拡大しました。

３「健康や生活に不安がなく 優しさと思いやりに満ちたまち」

（１）子どもを安心して出産でき 健やかに育てられる支援を行います 

一時保育事業  １，１９１万円 

戦略３ 

（担当：子育て支援課保育サービス係）

保護者のパート就労や病気、冠婚葬祭、

育児等に伴う心理的・肉体的負担の解消の

ため、市内１０か所の保育所で、一時的（緊

急的）にお子さんを預かる事業を実施しま

した。

一時保育受入れの様子 

児童虐待防止対策事業

戦略３  ５３０万円

（担当：子育て支援課子ども・家庭福祉係） 

特定不妊治療費助成事業 

戦略３ ２４０万円 

□拡 延長保育事業 ２０８万円 

戦略３

延長保育受入れの様子
助成件数 ２４件

乳児保育の様子

児童虐待をなくすため、関係機関との連

携、相談員３人体制で対応しました。

また、児童虐待防止に関する専門的な研

修を実施し、要保護家庭を支援するスタッ
フの資質の向上を図りました。

（担当：子育て支援課子ども・家庭福祉係）

少子化対策の充実を図るため、医療保険が

適用されず、高額の治療費がかかる特定不妊

治療費を助成し、経済的負担を軽減しまし

た。

平成２５年度から１年度あたりの助成回

数を、申請年度は３回、２年度目以降は２回

まで拡大しました。

（通算５年間で１０回まで）

（担当：子育て支援課保育サービス係）

保護者の勤務形態の多様化に対応するた

め、これまでの午後６時３０分から午後７

時までの延長保育を拡充し、平成２６年４

月から、午前７時から午前７時３０分まで

の延長保育も行いました。



－ 18 －

○新＝新規事業、□拡＝拡充事業 （事業名の頭に標記）

 

 □拡 放課後児童クラブ等運営事業         

戦略３    ９，１０５万円 

□拡一迫公民館児童室建設事業   

戦略３  ７，５２３万円  

（担当：社会教育課生涯学習係）  

３「健康や生活に不安がなく 優しさと思いやりに満ちたまち」

（１）子どもを安心して出産でき 健やかに育てられる支援を行います 

地域子育て支援センター運営事業      

戦略３ １，５２３万円  

子育て応援医療費助成事業  

戦略３ ２億１，３２２万円 

（担当：子育て支援課子ども・家庭福祉係）

すこやか子育て支援金支給事業

戦略３ １，９８９万円  

 

助成延べ件数 

 乳幼児分  ５６，２５１件 

 小中学生分 ６１，０８７件 

助成件数 

■出生祝金 

第１子、第２子 ２万円 ２７７件 

第３子     ５万円  ６１件 

第４子    １０万円  １７件 

第５子以降  ２０万円   ２件 

■入学祝金 

第３子以降  １０万円  ９２件 

母子保健健康診査事業   ５，２２５万円 

戦略３  （担当：健康推進課保健指導係） 

完成した一迫放課後児童クラブ

（担当：子育て支援課保育サービス係）

地域全体で子育てしやすい環境を推進

するため、育児不安を抱える母親の相談や

子育てサークルの育成支援等を行うセン

ターを市内９地区で行いました。

（担当：子育て支援課子ども・家庭福祉係）

少子化対策及び子育て世代の定住促進を
目的に、出生祝金及び入学祝金を支給しまし
た。
また、平成２５年度から入学祝金の支給要

件を拡大し、小学校入学の６か月以上前に住
民登録している場合にも支給しています。

妊婦の異常の早期発見・早期治療を促すと

ともに健康管理の向上を図るため、引き続き

妊婦一般健康診査１４回の助成を行いまし

た。

また、乳幼児健診は２か月児から３歳児ま

でのお子さんの疾病の有無や、成長発達の確

認、育児の相談を医師、歯科医師、保健師等
の専門職が行いました。

（担当：社会教育課生涯学習係）

共働き家庭などの、おおむね１０歳未満の

児童を預かり、放課後に適切な遊びや生活の

場を与え、健全な育成を図るため、市内全地

区で放課後児童クラブ等を実施しました。

■実施箇所数 １０地区１６箇所

■利用実績 ６３２人

※平成 26年 4月1日現在

乳幼児、小学生、中学生の適正な医療機
会の確保と子育て家庭における経済的負
担の軽減を図るため、入院及び通院に係る
医療費のうち、保険診療による自己負担額
を助成しました。

施設の拡大と、一迫小学校からの移動時

の安全確保のため、小学校の敷地内に一迫

公民館児童室（一迫放課後児童クラブ）を

建設しました。



－ 19 －

○新＝新規事業、□拡＝拡充事業 （事業名の頭に標記）

３「健康や生活に不安がなく 優しさと思いやりに満ちたまち」

（２）誰もが健康で安心して暮らせる環境をつくります

健康診査事業 １億７，０９４万円  

（担当：健康推進課健康推進係）

任意予防接種事業 ５，０１６万円 

戦略３ （担当：健康推進課健康推進係）
○新 歯と口腔の健康づくり推進事業

１１万円 

（担当：健康推進課保健指導係）

市民のより一層の健康増進を目的とした

「栗原市歯と口腔の健康づくり推進条例」に

基づき、生涯にわたる歯と口腔の健康づくり

に関する施策を総合的かつ計画的に推進す

るため、各分野の方から意見をいただき、「栗

原市歯と口腔の健康づくり基本計画」を策定

しました。
肺がんＣＴ検診事業 ２２４万円 

（担当：健康推進課健康推進係）

初期肺がんの発見率の高い肺がんＣＴ検

診を実施しました。

乳がん検診受付の様子

○新 住宅支援給付事業 ０円  

（担当：社会福祉課生活保護係）

市民の健康管理に対する支援として、健康

保持や病気の早期発見のため、各種健康診

査・がん検診等を行いました。

また、がん検診推進事業として、対象年齢

の方等に無料クーポン券を配布しました。

離職により、住居等を失うおそれのある方に対し、家賃を一定の期間支給するとともに、

就労支援をし、経済的自立に向けた支援事業を行いましたが、実績はありませんでした。

ロタウイルス、おたふくかぜ、水痘、イン

フルエンザの４種の任意予防接種について、

中学生まで全額助成し、予防接種を受けやす

い環境をつくり、感染性疾病の蔓延を防ぎま

した。



－ 20 －

○新＝新規事業、□拡＝拡充事業 （事業名の頭に標記）

３「健康や生活に不安がなく 優しさと思いやりに満ちたまち」

（２）誰もが健康で安心して暮らせる環境をつくります

いのちを守る総合対策事業 １億１８１万円

（担当：社会福祉課社会福祉係・健康推進課保健指導係）

自殺防止について広く市民に啓発し、

自殺防止への関心を高めるため、自殺防

止キャンペーンや自殺防止講演会を実施

するとともに、多重債務電話相談、栗原

市のぞみローンによる資金融資などの自

殺防止対策にも取り組みました。

また、小中学生等を対象とした金融教

育の普及啓発事業も実施しました。
栗原市自殺防止講演会の様子

障害者地域生活支援事業 ９，６７６万円

（担当：社会福祉課障害福祉係）

訪問入浴サービス事業

自宅での入浴が困難な身体障害者に対し、訪問入

浴サービスを行いました。

日中一時支援事業

障害者に日中活動の場を提供し、家族の就労支援

や介護の負担を軽減するための支援を行いました。

日常生活用具給付等事業

重度障害者等に対し、日常生活の便宜を図るため 

特殊寝台や紙おむつなど日常生活用具を給付、貸与 

しました。

相談支援事業

障害者等からの相談に応じ、必要な情報の提供を

行いました。

自動車運転免許取得費・改造費助成事業

障害者の自動車運転免許の取得費用、自動車を改造する費用を助成しました。

移動支援事業

屋外での移動が困難な障害者が外出する際の支援を行いました。

とっておきの音楽祭の様子



－ 21 －

○新＝新規事業、□拡＝拡充事業 （事業名の頭に標記）

３「健康や生活に不安がなく 優しさと思いやりに満ちたまち」

（３）高齢者が生きがいを持ち 互いに支え合うまちを目指します  

○新 あったかトイレ整備事業   ６，２７６万円 

（担当：社会福祉課社会福祉係・市民協働課市民協働男女参画係）

高齢者の利用が多い公共施設等のトイレの洋式

化と温水洗浄便器の整備を進めています。

高齢者等が安心して快適な社会活動を行うこと

ができ、衛生面での向上が図られています。

□拡 高齢者生きがい健康づくり等事業  ６，７５１万円 

戦略６ 

（担当：社会福祉課社会福祉係）

在宅の高齢者が、生きがいを持ち、いつまでも健康で生活できるように各種福祉サービス

を提供し、高齢者の支援を行いました。

生きがい活動支援通所事業、外出支援サービス（タクシー利用助成）、食の自立支援（宅

配給食サービス）、緊急通報体制等整備事業など１０事業を実施しました。

整備した温水洗浄便座

公 共 施 設 ：  ７４施設、２１６か所 

地区所有集会施設：  ３３施設、 ５１か所 

生きがい活動支援通所事業の様子


